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天野安治先生を偲んで
　日本郵趣協会を今日まで導いていただき、ま
た、日本郵趣の基盤を作られた天野安治先生の
訃報が届いたのは１月のことでした。
　天野先生は、独自の視点でいくつもの収集体
系を作られ、その体系を『郵趣』などを通じて広
く普及されました。その収集体系は、日本の郵
便印に初めて系統的分類を確立した二重丸印の
研究に始まり、日本切手に系統的な色調分類を
持ち込んだ菊切手の分類、当時は切手や郵便印
に興味が集中していたいわゆる「エンタイア」に
対して郵便規則からのアプローチを提唱、記念
切手の使用済収集提案など多岐に亘りました。
これらの収集体系は日本郵趣の大きな流れを作
り、そこから派生した流れは今もわたしたちの
収集の中に脈々と流れています。
　天野先生は、地方郵趣の活動にも大きな功績
を残されました。全国区で活躍された先生です
が、広島を拠点とした地方郵趣活動にも力を注
がれました。数ある地方活動の中でも、地方切
手展は特筆すべきものです。全国から高レベル
の作品を集めて地元の郵趣家に見ていただくス
タイルを確立しました。この活動は、今日、各
地で行われている地方展に引き継がれています。
　天野先生の訃報にふれた時、先生のお人柄、
語り合ったこと、譲っていただいた切手などが
頭を巡りました。郵趣と日本郵趣協会を愛した
先生の思いを胸に、さらなる郵趣界の発展を目
指すことが恩返しになると信じています。日本
郵趣界をここまで導いていただ
いた天野先生のご冥福をお祈り
します。
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の切手より表 紙
　「詞」は、唐の時代に西方から入ってきた音楽につけた歌
詞が起源で、それまでの貴族文化とは異なり民間から生ま
れたとされています。庶民文化が盛んとなる宋代に大流行
し、この時代を代表する文学形式となりました。表紙を飾
る中国マカオ（59・69㌻）の切手は、様々な想いにふける
「詞人」たちの姿とその空気感を柔らかく表現しています。
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